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1.序

今か ら約100年 前の20世 紀 の初頭、中国か ら日本への大 きな留学の波が起

こった。最盛期の1906年 には1万2千 名 に達 した と言われる。 もちろん留学

の 目的は多岐に渡ろうが、大半は中国に先駆けて近代化 に成功 した日本の経

験 を学び、中国の近代化促進に資す るためであった。 日本の経験 を、ある時

は学校での講義から、またある時は新聞雑誌や書物から、さらには日常生活

の見聞の中から等、精力的に吸収 していった。

当時中国が置かれていた国内外の情勢は、清朝政府の弱体化、日本を含め

た西洋列強 による中国分割の危機等、極 めて複雑で深刻であった。そうであ

るが故に、留学生の中国に対する心情 は深 まり、愛国意識 も高 まって行った

と考えられる。列強に仲間入 りし、中国に対し勢力を拡大 しようとしていた
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日本 に滞在 しているが故に、その意識 は更に強 くなっていった と思われ る。

本稿は、まず愛国意識形成の要 因を3つ の ファクター、即 ち日本 ファク

ター、中国ファクター、新知識 ファクターか ら概観 し、次にその愛国意識が

個々の事例にどのように反映 されているのかを分析 しなが ら、留学生の愛国

意識の高揚を考察す る。

個々の事例 として本稿が取 り扱 うのは、牧 口常三郎(創 価教育学の創始

者 ・創価学会初代会長、1871年 一1944年)著 『人生地理学』(1903年10月 初

版)の4種 類の中国語翻訳編集版である。

牧 口は1904年 か ら1907年 にかけて、留 日中国人学生の多 くが通 う弘文学院

(後に宏文学院 に改名、1902年 一1909年)で 地理学(「 人生地理学」)を 教 え

た。同 「人生地理学」の内容は、牧口の講義を受講 した江蘇師範学生によっ

て、1906年 に江蘇省の教科書 『江蘇師範講義 ・地理』 として翻訳編集 され出

版された。翌年1907年 には 『最新人生地理学』 として全訳が、1909年 には弘

文学院出身の凌廷輝により 『人生地理学』 として翻訳編集 され出版 された。

『人生地理学』の最初 の翻訳 は1903年 で、『漸江潮』に部分訳が掲載 されてい

る。『人生地理学』は出版直後か ら、留学生に注目され始めた とい うことに

なる。これらには、いたる所に翻訳編集者の見解が追加 されてお り、当時の

留 日学生の日本や中国や国際情勢への心情や認識を理解する上で、大変に貴

重な資料 となっている。

2.愛 国意識形成の要因

(1)日 本 ファクター

近代中国のナシ ョナリズムの勃興には、二っの歴史的過程があると言われ
(1)

る。一つは清末以降の中国 と、先行 して近代国家になっていた国々 との交流

である。留学生の日本への派遣は、中国ナシ ョナリズムの勃興を刺激する象
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徴的契機の一つである日清戦争勃発後の1896年 に始まる。洋務派官僚の張之

洞が 「一年間の洋行(留 学)は3年 間の読書に勝 る」 と述べたように、改革

を担 う人材の育成には留学が効果的であると考えられていた。初めは十数人

程度 に過ぎなかった日本留学生は1905年 に8000名 、1906年 には1万2000名 へ
(2)

急増 した。

実藤恵秀は、中国人留学生の観念について次のように捉えている。"来 日

前は、郷党観念は強いが、国家観念 ・民族観念は弱かった。 しかし日本に生

活することによって、変化せ ざるを得なかった"と 。そしてその変化の原因

として、積極的原因 と消極的原因をあげている。積極的原因は、 日本人の愛

国心 に刺激 されて、 これを移入 しようとしたことである。梁啓超 は 「祈戦

死」 という文章の中で、 日本の出征軍人 を送る幟の文句 「祈戦死」を見て、
(3)

深 く感動 したことを述べている。

穂積八束 『国民教育愛国心』の翻訳が北京大学堂書局から発行 され、教科

書 として使用 された り、 また 日本の愛国者の伝記 も多 く翻訳 された。例 え

ば、『吉田松陰遺墨』(国 民叢書社)、 『日本七十三義侠伝』(神 戸、東亜書局

1898年)、 『日本近世豪傑小史』(商 務印書館1903年)、 『日本維新人物志』(金

港堂1903年)等 。 これ らは、直接的に中国人を刺激 し、愛国心や民族意識 を
(4)

育てていった。

消極的原因 とは、日本の対中国侵略政策や 日本人の中国人軽蔑である。 日

本人が中国人 を軽蔑 して呼ぶチャンコロという言葉 は、 日本人の側 か らも

「閉 口する」 とか 「我慢で きない感情」 と指摘 されている。1905年 日本政府

は清朝政府の要請を受 け 「清国留学生取締規則」を公布 したが、留学生 は

「日本政府 は僕 らの人格 を尊重 しない」 と反発 し、帰国運動にまで発展 し
(5)

た。

以上の分析 を通 し実藤恵秀は次のように結んでいる。「その愛国心は、日

本が直接、間接に教えたものであるともいえる。ただ、その愛国心によって
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(s)

抵抗 されたのは、ほかならぬ 日本であった ところが悲劇である」 と。

(2)中 国 ファクター

1890年 代か ら20世紀初頭 にかけて中国では、亡国の危機、瓜分 の危機が問

題にされ、救国 こそが知識人の課題 とされてきた。 日本に留学 しているが故

に、この救国の意識が更に高まる中、義和団戦争で出兵 した ロシア軍が東北

地方に居座 り侵略行為に及んでいることに憤慨 し、留学生は1903年 に東京で

「赴敵致死」の拒俄義勇軍を結成 し抗議 した。清朝 はこの運動 を革命派によ

る策動 と受 け止め、東京の拒俄義勇軍を解散させ、上海や北京で開催 された

反ロシァ集会を解散させた。 これを知った留学生はもはや清朝 に未来はない
(7)

と考 え、革命に参加するようになった という。

斉藤道彦 は、 この拒俄運動における留学生の意識の変化 を次のように捉 え

ている。当初は、清朝中国の 「国民」 という意識でもって、清朝 がロシアに

抵抗することを求めていて、漢族に限定 された 「中国」ではな く、 また華夷

意識 も認め られない。 しか し清朝の運動抑圧策に対 して、運動側 から反発が

起 こり、 「わが漢種」 という漢族意識 ・「排満」論が表明 され るに至った。 そ

して この漢族意識 ・「排満」論への転換 に、主導的役割を果た したのが郷容

の 『革命軍』(1903年)で あり、時期的には1903年5月 か ら6月 ころであっ
(8)

たと指摘 している。なお清末民初に大 いに流行 した 「人種」 とい う新知識、
(9)

それが近代 中国の民族意識の形成におよぼした影響 も無視で きない。

斉藤の次の記述 はこの転換を絶妙に表現 している。 「『革命軍』は 『排満』

意識の起爆剤 とな り、劇薬のごとき効 き目で清朝 『中国人』意識 を分解 し、

清朝 と 『中国』を分解させ、清朝 『中国』の 『国民』 としての恥辱感を漢族
(ｺo)

としての恥辱感に転換 させたのであった」。

この 「排満」論は排満革命論者たちによって、漢族 の民族意識 と誇 りを確

立 ・普及す るために、漢族は 「黄帝の子孫」あるいは 「炎黄(炎 帝 ・黄帝)
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の子孫」であることが強調 し始められた。『黄帝魂』(1903年)の 出版はその

先鞭 といわれ る。『民報』創刊号(1905年)の 刊頭 には黄帝の 肖像が掲 げら

れ、 その上に 「世界第一の民族主義の大偉人、黄帝」 と書かれ、肖像の下に
(11)

は 「中国民族開国の始祖」 と書かれている。

『秋理集』による と 「黄帝紀元大事表」が1903年 に発表された。1904年 に

華興会に参加 した宋教仁は、同年、清朝皇帝年号 を使 うことを拒否 し、黄帝
(12)

紀年を用 いることを主張している。

(3)新 知識 ファクター

近代中国のナショナ リズムの勃興 の二つ目の歴史的過程 は、西洋の 「種

族」、歴史 と地理、政治 と法律 といった新知識 ・新思想 ・価値観の中国への
(13)

伝来であ る。

留学生は日本で、それぞれの専門分野で精力的に新知識 ・新思想の吸収 に

取 り組んだ。 そのことは、現在残されている彩 しい数の翻訳書や講義録、雑

誌などに掲載 された論説 によって知ることがで きる。梁啓超 は亡命後、 「来

日以降、 日本書を博捜 して読む と興味津々 として応接 に暇な く、自分の頭脳

もそのために変わ り、思想言論 も別人のように一変 した」(「汗漫録」)と 述

懐 しているが、同様の思想的体験をほ とんどの留学生たちが共有 したことで
(14)

あろう。

1896年 か ら1911年 にかけて、日本書 の漢訳 は958種 類 にのぼ り(実 際は更

に多いと言われる)、 その内訳 として多い順に、社会科学(政 法)366種 、世

界史地175種 、 自然科学 ・応用科学172種 、語文133種 類等であった。世界史

地の多さは、世界情勢を理解 し外国の経験 をモデルにし、民族覚醒 を喚起す
(15)

るためであった。

留学生の翻訳振 りについて梁啓超は、次のように述べている。「日本で新

しい書物 が出ると翻訳者がややもすると数人出るというふ うで、新思想の輸
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Us)

入は膨濟 として起 こった」(『清代学術概論』)と。

清末民初に大いに流行 した 「人種」 とい う新知識、それが近代中国の民族

意識の形成にお よぼ した影響 も無視で きない。『地理全志』には、世界の人

種は白人 ・黄人 ・紅人 ・黒人 ・銅色人の五種に分けられると書かれてお り、

人種の挿図が付 されていた。それ らによって、自らを中国人 とい う 「黄族

人」 と位置付 け、 自らそうあ りたい と願 うという民族意識が次第 に形成 さ

れ、それが当時の中国人の 「亡国滅種」 とい う危機意識の重要な構成要素 と
(l7)

なった。

当時、地方(省)を 中心 とした秩序再建の下、省への帰属意識を高める議

論 も活発化 し、主 として都市の知識人 は、省 一中国一 世界 とい う広が りの
(18)

下に重層的な帰属意識 を抱 くようになっていた。

留学生が日本で定期発刊 した雑誌例 えば 『漸江潮』では、毎号省内の府の

地図を掲載 した。この地図は従来の地方志に見 える 「輿地図」の類 とは異な

り、西洋の新知識 を導入 し、縮尺を意識 して山河 ・城鎮等の地勢をそのまま

表現 している。さらに漸江省その もの も中国地図の中に位置付 けて、 「府 一

省一 中国」 という階層性 を認識 させ、それぞれに対する帰属 を確認す る契

機 として地図が使われている。同誌は、このような認識の延長 として、全世

界の中に中国を位置付け、 そして自らの省 をその中に位置付 けようとしてい
(i9)

る。

新知識 ・新思想 との出会 いは、自身の人種 としての、また中国の中での位

置付を、さらに中国の世界の中での位置付けを意識 させ(存 在論)、 中国の

あるべき姿をも熟慮 させ(価 値論)、 様々な救国の方途を提起 する為の貴重

な機会を提供することとなった。
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3.実 業 による産業救国

『人生地理学』第17章 「植物」の翻訳 が、『漸江潮』(第9期 、10期1903年

ll月、12月)「 植物与人生之関係」 として掲載 された。 「植物与人生之関係」

は同誌の中では 「実業」 という項目に分類され、翻訳者 は黄孫である。

内容は、『漸江潮』に掲載された各地物産の調査報告 「紹興新昌県」(第4

期1903年5月)、 「青 田県」(第6期1903年7月)、 「湖州」(第7期1903年8

月)等 を、『人生地理学』「植物」の視点から整理 し、次にそれを翻訳 し、更

にそれに関連する中国の現状や、翻訳者 自身の見解 を書き加 えた体裁をとっ

ている。 この追加の部分に、当時の留学生の意識が十分に反映されている。

例えば、『人生地理学』第17章 第2節 「工芸製造用植物」の中にある稲、

麦、粟属、豆類、甘庶および甜菜、甘藷および馬鈴薯、茶、煙草、藍、綿、

麻、亜麻の項 目の内、稲、麦、豆類、甘 一・一・-1、茶、綿、麻、煙草のみ を翻 訳

し、桑を新たに加 えている。漸江省の実情に合わせて項 目を選択 している。

稲や桑の項 目では、"紹 興酒は米で醸造 した もので、葡萄酒 と同様 に称 され
(zo)

るべきで、我が漸江の富の源である"と 、また桑 の項 目では、"我 が国漸江
(21)

一帯が最適の地である"等 、郷土への自負が至る所に表現されている。麦や

甘薦の項目では、中国への北アメリカや 日本からの輸入状況を紹介 し、その
(22)

超過に憤慨 している。綿の項目では、中国綿のよさを述べ る一方で、西洋諸
(23)

国では綿か ら紙を作っているが、"中 国はまだその域に達 していない"と 嘆

いている。

また 『人生地理学』第17章 第2節 「果樹類」の中にある梅、柑類、桃およ

び柿、梨類、林檎および葡萄等の項目の内、梨、林檎、葡萄のみに言及 し、

新たにレイシ、龍眼、 ミカン、ザボンを加えている。訳者 は日本や ドイッの

実情 を調査 し、次の ような主張 をしている。「日本人 はその事情 を調べ果実

業を大 いに奨励 している。薩摩の榿、紀州のミカンは輸出され、大きな利益
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を得てい る。我国が もしこれを模倣で きれば、利 を得 るこ とは莫大であろ

う。 ドイッ人が山東に果物工場を開き、安 く各種の果物 を集め、欧米に運 び
(24)

大 きな利益を上げているそうだ」 と。

『人生地理学』第17章 第2節 「森林の生業 に対する直接効用」の中にある

摺附木、洋紙の内、洋紙のみを翻訳 している。ここでは、"上 海 の書店 にな

らぶ書籍 の紙 は皆 日本製だと知 り大変に悲 しんでいる"、"故 郷である漸東で

は竹林が多 く、農民は多 く製紙をしているが、製品は黄色で粗悪であ る"、
"印刷事業に従事 しよ うとす る者 は

、異邦の輸入品を用 いざ るを得 ない"と

現状 を述べ、 「新法を用 いて、粗を精にし、黄 を白に して、莫大 な利源を実

現させ よう。同胞たちよ、その為 に立ち上がろう。我が生活 を豊かにする為

(25)

に、 もし再考 しなければ、異民族が我々に とって代わ るだろう」 と結んでい

る。産業救国の熱き心情が表現 されている。

以上の各項目において追加 された内容は、結果 として郷土漸江のそれから

更に中国全体にまで言及 した ものになっている。

『人生地 理学』第10章 「海洋」の翻 訳が、『漸江潮』(第10期1903年12月)

「地人学」 として掲載 された。 「地人学」は同誌の中では 「地理」 という項 目

に分類され、翻訳者は壮夫である。

内容は、『人生地理学』第10章 「海洋」第7節 「海洋 と衛生」、第8節 「海

洋 と産業」、第9節 「海洋と心情」、第10節 「開明人 と海洋」の抄訳 をしなが

ら、訳者 自身の見解を加えたものである。漁業や水産業の振興 を訴 えている

一方、特 に第10節 の中の 「太平洋 と列国」の項 目の部分では、欧米列強国が

太平洋を舞台に して、船舶や海運等を以て、制海権、通商権 をめ ぐって熾烈

な競争を繰 り広げている現状を、詳細に紹介 している。

訳者は自身の見解の中で、"陸 軍を以てではな く鉄道 を以て、海軍を以て

ではなく、船舶運輸事業の勢力を以て"、"白 人化されつつある支那問題"を
(zs)

指摘 し、中国が"無 限に白人化"さ れようとしている危機感 を述べた り、ま
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た"中 国は太平洋上の国家で、太平洋での権限を有するのは当然である"に

もかかわ らず、それを実現する為 の海軍が根拠地 とすべ き港が、西洋列強国

に分割 されてお り、"ど の ようにして、吾人 らの手に取 り戻す ことができよ

うか"、"英 国、ロシア、 フランス、 ドイツ、アメ リカ、 日本の各強国"の 勢
(27)

力か ら"自 立が出来るのであろうか"等 、現状を憂 う心情が十分に述べ られ

てい る。

なお 『漸江潮』では魯迅 も、愛 国主義を鼓舞 した翻訳小説 「スパルタの

魂」(第5期 、9期)、 亡国の危機感や産業救国の心情に溢れた地質論 「中国

地質略論」(第8期1903年10月)、 科学への興味を喚起 しようとした翻訳小説

「地底旅行」(第10期)等 、多数の文章を発表 している。

4.教 科書 による教育救国

1906年 に江蘇師範生の編集による 『江蘇師範講義 ・地理』が、江蘇寧属学

務処 と江蘇蘇属学務処 より出版された。同書 は江蘇師範生が、 日本 に留学 し

ていた際、弘文学院で牧 口常三郎の 『人生地理学』の講義を受けて、仲間数

人の講義 ノー トを編集 し教科書 として出版 したものである。

同書の 「序」には、「人生地理学。日本牧 口常三郎講義。(略)講 師、牧 口

先生 には専門書がある。根拠が甚だ正確である。その中での議論も多 く豊か

である。編集 し要約 を選んだものである。以て教科書の用に備 える。もし全

貌 を見たい と欲するならば、先生の原著 『人生地理学』があるので、参考に
(28)

する事ができる」 とある。

内容は、受講 した内容を編集 した部分に、編集者独 自の見解が新たに追加

され、計5編21章(原 著 『人生地理学』より13章少ない)か ら構成され、5

枚の地図が付されている。第1編 第2章 は測量製図理論に関する内容で、こ

れは原著 には存在 しない。正確 な地図作成への需要の高 さが現れている。当
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時は地図を通 しての重層的な帰属意識の形成が必要 とされていた。教科書 と

して編集するに当た り、その地図作成に関わ る内容 を追加 したのであろう。

教育的配慮を感ずる。

編集者による追加部分を分析す ると、次の3つ の内容、即 ち日本 に関す る

記述、中国に関する記述、西洋 と中国に関する記述に分 けられる。

(1)日 本 に関す る記述:

「個人 と世界の関係」 について講義 を聞き
、"中 国が世界の中でおかれてい

る位置を明らかにしなければな らない"と 主張 している。その際に次の注意

点 を指摘 している。"そ の位置を高すぎて見 ると、尊大ぶって しまう。 ここ

での弊害は驕 りである。驕 りは進歩がない。 またその位置を卑 しすぎて見 る

(zs)

と、臆病 になる。日本は前者 とい うことになろう"と 。 日本への批判がある

一方で、"維 新の前、鎖国派の者が気勢 を張ったが、幸 い騒然状態 も長 くな

く、民の智慧は次第に、自らのその地位の所在 を明 らかに し始めた"こ とに

評価 を与えている。客観的な態度で観察 している。

「世界の体勢は、陸地か ら海面へ向か う」 について講義を聞 き、 日本の現

状を分析 している。"島 国の地位 は優勢で、人 口が増加 し、収 ま り切れな く

なると、次第に植民地 を企 て、勢力 を拡大す るであろう。日本の侵略政策

は、最近発動 し始めた。太平洋は将来大和民族の格好の舞台であろう、 との
(30)

議論が久 しい"と 。さらに"英 国に属す る多 くの地 は、 どこも優れた地 に

なっている。英国はその経営に力を注ぎ、その勢力の拡張は、 どこまで行 く
(31)

のか推測もできない"と 、 日本ばか りでな く英国の植民地拡大 にも警戒 して

いる。世界情勢に極めて敏感である。

「島国の特質」 を受講 して、 日本人の愛国心を想起 したのであろう、日露

戦争の中でのそれにつ いて言及 している。"島 民(日 本人)は 愛国心 を担 う

以上は、国家の大事に際 しては、知っていることは何でも行い、形式は足 ら

な くても、精神 は余裕 しゃくしゃ くである。 日本軍は旅順を包囲 し、無数の
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(32)

生命を投入 して顧みなかった"と 述べている。ここでの愛国心には、やや無

鉄砲 といった意味合いが込められているように思える。

「海洋」 を受講 して、編集者が新たに商業 との関係を追加 し、特 に日本 と

中国の商業関係 に言及 している。"中 国は綿花を日本に輸出す る。日本製の

布が中国に逆輸入され、その価格は数倍に増加する。故に文明国人は原料を

購入する人で、未開国人 は原料を売 り出す人である。(略)文 明国は未開国
(33)

を抑圧 している。(略)今 日経済の上では、結局主従関係にある"と 。

(2)中 国についての記述:

「半島 と文化の関係」を受講する中で、「半島は文化の起源地である。孔子

が山東半島で生 まれた如 く」 との牧口の学説に触れて、儒教を想起 し次の内

容を追加 している。"儒 教の影響 は全国に遍 き、近 くは朝鮮か ら遠 くは日本

まで至 り、崇拝 されている。西暦944年 日本は朝鮮 を通 して論語10巻 、千字
(34)

文1巻 を得て、儒教 と文字を持ち始めた"と 。中国文化 に対する誇 りが表明

されている。

中国への誇 りは、 「河 と人生の関係」を受講 して追加 した揚子江流域の記

述にも表れている。更にそこでは日本 との比較 まで している。"中 国揚子江

の灌概流域は約12万 平方里で、日本の面積 と比較すると、4倍 強で大変に驚

く。(略)貨 物の集積 は多 く、人口密度 も高い。まさにアジア第1の 大水で
(35)

ある"と 。

(3)西 洋 と中国についての記述:

「世界における自らの位置を明 らか にす る」 という主題 は、列強諸国特 に

西洋 との関係に言及するに至 るのである。その中で特に関心が向けられたの

は、貧富の格差である。編集者はそれを生み出した要因として、工業発展の

格差 に注 目して次のように述べる。"東 洋 と西洋の貧富の分岐点は工業にあ

る。工業の発達 とは優れたものを製造 し(原 料)輸 入の金額が莫大であるこ

と。工業の行 き詰ま りとは粗悪なものを製造 し(粗 悪品)輸 出の金額が莫大
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(36)

であること。(略)西 洋人は富を得、東洋人は貧を得ている"と 。

編集者は、中国がすでに世界経済のシステムに組み込 まれていることを、

十分に認識するに至ったのであろう。東西の経済関係を次のように表現 して

いる。"商 戦の世に国を立て、政治の上で独立 を主張 して も、経済の上では

主従に属する。東洋人の製造は行き詰 まっている。常に原料 を輸出 し、西洋

人が厚利を享受で きるようにさせている。東洋人は西洋人の労働者 になって

いる。地理学を語 る者 は、速やかに措置をめぐらし、主権を回収 しなければ
(37)

ならない"と 。

「主権の回収」 については、更に言及が続 き、次のような提案 もしている。

"ア ジア人が生来愚か ということではない
。欧州人が各種の利器 を発明で き

た ことと、アジア人が古い道に拘泥 し、改良 を求めて こなかった ことに よ

る。今 日アジア人はすでに古 きを変 え、新 しきに従 うことができて いるの
(38)

で、後 日は必ずアジア人は欧州人を乗 り越 え追い越す ことができる"と 。

5.新 知識 による科学救国

1907年 に 『人生地理学』の全訳が上海群益書局か ら 『最新人生地理学』 と

して出版 された(7月 に初版、10月 には再版が出版)。 翻訳 は膠州湾 にあっ
(39)

た世界語言文字研究会編集部による。 「白洋」による 「序」 に、新知識 とし

ての 『人生地理学』'に対する反響が現れている。

進化論の影響 を強 く受 けているのであろうか、"生 物のその多 くは地球の

環境に不適応であったので、その発展過程において、次第にその種 を消滅さ

せていった。人類は全ての生命の中で、最 も適応能力 を有す る種類で ある"

との話題か ら始 まっている。次 に人類 と自然 との関係 について、"全 ての生

命(生 物)の 生存方式は、 自然か らの運命的支配を受け入れる方式である。

人類は一種の主体的存在 として、自然からの運命的支配 を受 け入れることに
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甘んじないで、自身の命運を自身で掌握す ることを望んだが、 自然の規律に

違背す ることはできなかった。中国四千年の悠久の文明は、人々が積極的に

自然界に順応 し獲得 してきた成果である"と 、 自然の規律への順応の重要性

を述べている。

最後 に読者 に対す る啓蒙的な内容で結んでいる。"し か し自然界に対 し、

我々自身は自然界の中の一分子であることを、果た して理解 しているかどう

か。中国の地表、地表下は、我々 とその他動物が共に存在 している環境であ

る。人類は自然の規律に違背 していないと自慢 していたが、どれだけ実行 し

て来たのであろうか。本書 『人生地理学』の著者は、人類は使命を負ってい

るのに生命の意義を理解 していないことを、また地球 に責任を負っているの

に、科学の道理を理解 しないことを省めたが、もし我が国の民衆が関心がな

ければ、 どうなることであろうか"と 。進化論の影響、自然界やその他動物

との共生思想等が表現されていて、大変に興味深い。
(ao)

「凡例」の中に"こ の書は、私が著 したものでなければ、編集 した もので

もな く、翻訳 したもので、他人の研究成果を使用 したので、一人の中国人 と

して、只々、恥ずか しい限 りである"と あるが、当時の留学生が大量の日本

語書籍の翻訳作業 に追われ、研究成果 を出せない現状に、自身に対 して も、

また誇 りある中国に対 しても不甲斐なさを感じたのか も知れない。

1909年 に凌廷輝編 『人生地理学』が上海 にある新学会社か ら出版 された。

前述の 『最新人生地理学』を底本 にして、牧口常三郎 『人生地理学』を翻訳
(ai)

し、編者の見解 を追加 した内容である。本書編集の目的は 「総論」に明 らか

にされている。

そこではまず 「人生地理学」 という新 しい学科に大 きな期待を寄せてい

る。"人 類が この地球上に存在 して、生存競争 をしているが、大地 と如何な

る関係を持 っているのであろうか。その真実の原理が分かるためには、地理
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と人生の関係 を理解 しなければな らない。(略)地 理学 は多 くの学科 と密接

な関係を持 っているので、地理学の思想や知識 を拡充す るためには、地理 と

人生の相互関係を研究す る必要がある"と 述べている。

次に 「人生地理学」によ り形成 された地理知識をもって民衆を啓蒙 し、弱

国中国を救 って行 きたいとの心情を表明 している。"地 球上の種族間競争は、

優勝劣汰、弱肉強食の状況を呈 している。今 日民族帝国主義の目的は勢力拡

大にあるが、その実現の鍵は世界観念があるか否かである。世界観念がある

か否かの鍵は地理知識があるか否かである。従って強国の民衆 は豊富な地理

知識 を持 ち、弱国の民衆 はそれが欠乏 しているはずである。(略)欧 米列強

の狡猜な陰謀 に勝利 したいと思 うならば、民衆の眠 りを覚ますことだ。地理

を理解 しないで、何に頼 るのか。地理 という学科のみが、列強の陰謀 を伺 い

知 るに足 り、愛国精神を奮い起 こすに足 るのである"と 。地理知識に対する

期待の大きさ、それの包括す る範囲の広さにはやや驚きを感 じるが、新知識

による救国の心情が十分 に表明されている。 「人生地理学」を、一種の中国

を救済する啓蒙の学科 と捉えているようである。

なお追加された編者の見解の中では、特に第18章 「海」や第19章 「洋」 に

おいて見られ るように 「海上権」に関する記述が多い。そこでは西洋列強の

北太平洋における勢力拡大 を取 り上 げ、"北 太平洋即 ち中国全土は、実際は
(42)

列強の注視の的となっている"と 、中国をめぐる国際関係への懸念を表 して

いる。 また欧州の地理歴史に関する記述 も豊富である。

6.結 び

留 日学生の愛国意識 を、その形成要因である3つ のファクターから、留 日

学生が中国語に翻訳編集 した 『人生地理学』の中で考察 して見ると、実 に興

味深い側面 を見出すことができる。
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日本ファクターについては、 日本の経済侵略への憤 りや 日本の尊大さへの

批判、また日本の太平洋に向けての勢力拡大に警戒 という形で表れている。

他方、世界における自らの位置を明 らかにし始めた民の智慧には、一定の評

価 を与えている。 日本か ら学ぶ とい う姿勢は存続 している。日本人の愛国心

については、関心は持っていたのであろうが、やや無鉄砲 といった意味合 い

で捉えている。

中国ファクターについては、中国語に翻訳編集 された 『人生地理学』が漢

族意識 ・「排満」への転換がなされた後 に出版 されたので、清朝 中国の 「中

国人」意識 というものは感じられない。漢族中国人 として、広大な中国や中

国文化への誇 りを表現する一方で、中国の遅れた現状への嘆き、困窮状態を

憂 う心情がいたる所に現れている。特筆すべ きことは、そこで留まることな

く、産業の振興を通 して、また教科書の編集を通 して、 さらに新知識の普及

を通 して、救済の方途を模索 し提示 していることである。強い責任感を感じ

る。

新知識ファクターについては、新 しい学科としての人生地理学 に大 きな期

待を寄せ、それを受けて進化論や共生思想の新たな展開を試みている。 また

この期待は更に大き くな り、人生地理学による地理知識 をもって民衆を啓蒙

し、弱国中国を救済 して行 きたいとの心情 も表明されている。知識人 として

の自覚 と気概を感 じる。なお新 しい知識 としての測量製図理論は、地図を通

して全世界の中に中国を位置付けようと試みる際に、大きな役割を果たすも

の と思われる。

「人生地理学」の翻訳編集 に携わ った留学生は、「世界の中での中国の位

置」について多 くの視点を吸収 した。特に欧米列強が太平洋を舞台に、制海

権や通商権 をめぐり熾烈な競争 を繰 り広げている現状、そしてその国際関係

における中国の位置付けについては、強い関心を持 ったのであろう、その関

連の記述が多い。 また東西の経済関係の中で中国を位置付け、"商 戦の世界
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にあっては、政治の上で独立を主張 しても、経済の上では主従に属 する"や

"東洋人(中 国人)は 西洋人の労働者 にな
っている"の 認識 は極 めて的確 で

ある。

牧口著 『人生地理学』は、留日学生の愛国意識の高 まりのその渦中に存在

した一書であると言っても過言ではないだろう。留 日学生の関心を引き付け

てやまなかったものは一体何なのか、その解明は今後の課題 としたい。
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